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陸上深層科学掘削の国際化に際して

奈須紀幸1)

OECDは1992年6月のメガサイエンスフォｰラ

ムで,ビッグサイエンスプロジェクトの一つとし

て,陸上深層掘削を取り上げることで合意した.日

本からも,このフォｰラムには数人の人序が参加し

た.

現在G7諸国の問でOECDの勧告に従って,陸

上深層掘削を国際化する動きが急速に進められてい

る.中心はアメリカとドイツである.国際陸上掘削

計画(ICDP;Intemationa1Continenta1Scientific

Dri11ingPro餌am)という.

わが国でも,従来から陸上深層掘削の重要性カミ認

識され,石油資源,金属資源,地盤沈下など実生活

の面と密接に結びついている場においては,相当た

深層掘削が実施されてきた.しかし,一見,こうし

た実生活面と直接的には関係がないかに見える深層

科学掘削についてはまだ実施されていない.科学掘

削は迂遠かも知れぬ.しかし,生活の奥深いところ

で,密接な関係が秘められていることは,従来,他

の科学分野で幾多の例証がある.

わが国の心ある地球科学老のグルｰプは,早くよ

り陸上深層科学掘削の実現へ向げて努力を重ねてこ

られた.その努力の甲斐あって,いま国際化の枠組

みの中で,実現への歩みが確かたものに茂りつつあ

ることは慶賀に堪えない.日本の研究者の視野も,

日本列島のみたらず地球規模という段階に入った.

予算の実現化を望むや切たるものがある.

固体地球の半径は約6400kmである.地表より

地心に向かって,地殻･マントル･核(コア)に分帯

される.核の主成分は鉄と推定される.高温のため

液状になっている外核と,固相の内核に分かれる.

マントル･コア境界は地表下約2900km,外核と内

核の境は地表下約5100kmである.

マントルは石質で塑性を持つ.地殻は固相でマン

トルより軽い物質で構成されている.大陸地殻の厚
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さは20～60km,海洋底地殻の厚さは4～10km程

度である.

固体地球の表層は,この地殻とマントル最上層部

を合わ竜た固相のプレｰトによって覆われている.

大陸プレｰトと海洋底プレｰトに分かれる.プレｰ

トの厚さは100km前後を挟んで場所によって変化

する.

地球の誕生はほぼ46億年前であろうと推定され

ている.宇宙塵の集合体である冷たい原始地球が,

周辺からの無数の小天体の衝突などによって灼熱の

火球と化し,やがて冷却してその表面が固化したの

が地球の創世から数億年後のことであろう,と推定

されている.発見される地球最古の岩石は40億年

前の時代に迫りつつある.

当時から,固体地球の表層の固相の部分はプレｰ

トであった可能性が大きいものと考えられている.

固体地球表面の海洋底には連続する長大な中央海

嶺系が存在する.その中軸部の地溝から海洋底プレ

ｰトは新生し,年間数Cmの速さで両側に拡大移動

する.そして行き着く先の多くの場所で沈み込み帯

を形成し,接する他のプレｰトの下のマントル内に

スラブとして消えて行く.沈み込み帯では地震帯,

火山帯,変成帯,造山帯,それに場合によっては縁

海が形成される.

1961年に史上始めて実施された深海掘削は,今

日なお継続中で多大の成果を挙げていることは周知

の事実である.米国主導であるが,1975年の国際

化に際して日本も参加した.そして,現存する海洋

底プレｰトの歴史は,古い所で2億年以前にはあ

まり測らないであろうことを明らかにした.約2

億年前頃,一つにまとまっていた大陸プレｰトの中

にひび割れを生じ,そこから拡大移動した海洋底プ

レｰトに押されて大陸プレｰトは分裂移動して現在

位置に達したことが明らかにたった.
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こうした事実が明らかにされた段階で,大洋底プ

レｰトの新生･拡大･移動と,受け身御の大陸プレ

ｰトの離合集散は,固体地球の40億年に亘る歴史

を通じて何回か繰り返された可能性カミ考えられるよ

うになった.いわゆるウィルソンサイクルと称され

るものである.

ところでここ十数年,超高温高圧実験と音響トモ

グラフィのスｰパｰコンピュｰタｰ処理の進展に伴

い,マントル内部の解析が長足の進歩を遂げた.地

表下670kmに存在する上部マントルと下部マソド

ノレの境界の認識,マントル･コア境界直上のD''層

の認知など極めて重要な発見が相次いだ.比重の大

きい高温液状の外核に接するマントル最下部のD"

層は,厚さが100～200km程度と推定されるが,

下方から温められるので,マグマを含めて高温で比

重がやや小さい不安定層を形成する.そして時折,

その内容が上方にマントルプリュｰムとして上昇す

る.

中央海嶺系中軸部におけるマントル物質の噴出,

ハワイのようだ点的なホット･スポットとしてのマ

ントル物質の噴出も,このD"層から上昇するマン

トルプリュｰムと直接･間接に関係が深いのであろ

うと推定されるようになってきた.

また,西大西洋の広範な範囲にマントル物質が大

量に噴出した約1億年前のスｰパｰプリュｰムな

どは,明らかにこのD"層から直接,上昇したもの

であろうと推定されている.

そういう目で見れば,大陸上にも時代を異にする

数多くのスｰパｰプリュｰムの跡が見えてきた.

さらに沈み込み帯では,大洋底プレｰトの上部が

沈み込みに際して,受け身側のプレｰト,多くの場

合大陸プレｰトの下面に付加体として次々に貼りつ

き,後に上部のフレｰトの中に混入することも多

い｡これは大陸プレｰトの中の深海底物質として認

知される.その存在はかって謎とされていた.

1977年,付加体の概念が提唱されてその本質が理

解された1

こうした視点に立つと,大陸プレｰトの中には,

40億年近くの歴史を持つ部分から,途中の各時代

を経て現在に至るさまざまな歴史と過程を反映する

数多くの部分が包含されていることになる.こうし

た歴史･過程を解明するためには,地表から可能な

限り深所までの岩石試料を得ることが一つの捷径で

ある･すなわち陸上深層科学掘削の実行が望まれる

所以である.

地球環境を正しく理解し,その保全･改善に努め

ることは今日,人類に課せられた緊急の使命であ

る.その為にも,まず地球の歴史を知ることカミ肝要

である一陸上深層科学掘削は,その一環としての位

置づけを持つ.事実の解明という科学本来の使命に

加えて,人類の生存をかけた地球環境の解明という

重要な役割の一端を担う立場から,その実施が待た

れているのが現在の状況である.
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